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周

行

四

臨
時
の
兵
役

京
都
大
番
及
び
鎌
倉
大
替
は
並
び
に
、
定
時
の
兵
役
な
h
。
此
他
猶
ほ
臨
時
の
性
質
を
有

ず
る
兵
役
な
か
り
し
に
あ
ち
ゃ
。
幕
府
は
其
戦
時
ご
卒
時
ご
を
問
は
守
し
て
、

必
要
を
生
守

L
場
合
は
何
時
に
て

も
御
家
人
を
召
集
す
べ
〈
、
御
家
人
は
又
ζ

れ
に
鹿

ιて
絶
割
に
共
節
制
を
受
け
古
る
を
得
F
b
L
な
り
。
文
治

五
年
頼
朝
が
泰
衡
を
追
討
せ
し
時
は
、
兵
を
鎌
倉
に
集
む
る
こ
さ
一
千
倹
入
、
武
臓
・
下
野
の
雨
悶
の
御
家
人
は

進
軍
の
順
路
に
会
曾
せ
し
め
た
り
。
(
吾
妻
鏡
文
治
五
年
六
月
廿
七
日
)
然
る
に
安
鶏
困
の
御
家
人
葉
山
宗
頼
は
伊

海
五
郎
の
徴
募
に
臨
時
じ
て
従
軍
せ
ん
が
潟
め
兵
を
率
ゐ
て
東
上
の
念
、
駿
河
図
薬
科
河
の
迭
に
至
、
り
て
、
頼
朝
の

既
に
進
愛
せ
る
を
聞
き
、
急
仁
丘
ハ
を
班
し
て
帰
国
し
た
h
し
か
ば
、
頼
朝
は
凱
旋
後
、
侍
所
々
司
梶
原
長
崎
の
議

を
用
ゐ

τ、
共
所
領
を
波
牧
せ

h
o
(
吾
妻
録
文
治
五
年
十
月
十
八
日
)
同
年
泰
衡
の
郎
従
大
同
粂
任
の
兵
を
起
L

、
時
は
、
上
野
・
信
濃
の
御
家
人
を
始
め
近
園
の
御
家
人
じ
し
て
、
奥
州
に
所
領
を
有
す
る
も
の
は
惑
に
出
征
す
ぺ

き
こ
ご
を
命
世
h
ノ

O

平
時
に
あ
り
て
も
、
京
都
に
於
て
は
、
建
久
四
年
九
月
に
、
幕
府
は
藤
原
能
保
の
議
に
依
b
て
佐
h
木
経
高
・



同
盛
綱
・
後
藤
基
清
に
命
じ
、
畿
内
廷
闘
の
御
家
人
を
し
て
後
白
河
法
皇
の
皇
女
宣
陽
門
院
の
御
所
に
宿
直
せ
し

め
、
群
盗
等
の
侵
入
に
備
へ
し
め
し
こ
ご
あ
り
o
(
吾
妻
鏡
)
鎌
倉
に
於
て
も
鶴
岡
八
幡
宮
・
岡
宮
守
・
勝
長
書
院
・

永
一
順
寺
り
如
言
、
幕
府
祈
願
の
寺
枇
の
宿
直
あ
り
。
文
治
四
年
十
月
幕
府
は
鶴
岡
の
馬
場
の
迭
に
警
田
舎
を
作
れ

り
。
こ
れ
御
家
人
を
し
て
此
に
宿
衛
し
て
、
宮
寺
の
非
常
を
警
め
さ
せ
ん
が
矯
め
な
り
吉
。
(
同
書
)
建
久
五
年
九

月
十
十
日
幕
府
、
永
澗
寺
に
新
造
せ
る
堂
の
宿
直
人

ω結
番
を
定
め
し
こ
ぜ
あ
b
。
首
時
御
家
人
に
劃
す
る
一
極

の
科
怠
正
し
て
、
其
宿
衛
を
命
悲
し
ニ
ご
あ

b
。
同
年
八
月
、
頼
朝
が
波
多
野
義
景
Z
岡
崎
義
賞
ご
の
訴
諮
を
親

裁
し
て
、
義
買
を
不
賞
芭
な
し
、
百
筒
日
間
鶴
岡
及
び
勝
長
吾
両
院
の
宿
直
を
命
世
し
は
其
一
例
Z
し
て
見
る
ぺ

L
O
(
後
義
貫
は
盗
賊
逮
捕
の
功
に
依
り
て
此
役
を
兎
除
せ
ら
れ
た
り
)

其
地
将
軍

ω出
行
に
庖
従
L
警
衛
す
る
も
亦
御
家
人
の
義
務
な
り
。
郎
も
同
町
軍
の
上
京
し
、
若
し
く
は
狩
殺
に

赴
〈
が
如
、
き
場
合
、
御
家
人
を
し
て
英
行
に
随
は
し
め
村
山
り
。
建
久
四
年
頼
朝
の
富
士
野
に
狩
せ
し
時
、
居
従
の

中
に
あ
り
た
る
常
陸
国
久
慈
郡
の
御
家
人
が
、
曾
我
茄
成
兄
弟
の
夜
襲
に
恐
れ

τ港
鼠
せ
し
か
ば
、
頼
朝
は
其
所

領
を
抑
民
放
せ
し
e

」
芭
ゐ
h
J
O

こ
れ
固
よ
h
其
怯
臆
を
責
め
し
に
も
依
る
ぺ
し
吉
雄
H

と
も
、
叉
彼
等
が
任
務
を
忘

れ
、
許
可
を
得
干
し
て
、
自
由
の
行
動
を
取
b
し
に
依
ら
宇
ん
ば
あ
ら
や
J
O

御
豪
所
砥
侯
の
諸
大
夫
伶
亦
こ
れ
に

准
喧
し
は
、
吾
妻
鏡
承
元
三
年
十
二
月
一
日
僚
に
見
え
L
Z
こ
ろ
な
り
o

叉
崎
府
軍
の
出
行
後
、
鎌
倉
の
警
衡
に
嘗
ら
し
h
u
ぺ
き
兵
士
を
、
御
家
人
に
課
せ
し
二
ぜ
あ
り
。
建
久
元
年
頼
朝

5骨

;~ 
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J命

君主

御
家
人
の
特
質

第
二
十
巻

(
第
五
挽

七
λ
)

八
五

O

の
初
度
上
京
の
時
に
は
、
御
家
人
の
近
闘
に
所
領
を
有
せ
る
も
の
に
向
っ
て
こ
れ
を
諜
せ
り
。
北
僚
時
政
の
伊
豆

国
守
宮
症
以
下
一
一
十
徐
筒
所
の
所
領
よ
h
徴
費
し
た

h
L
は
其
一
例
な
b
o
(
吾
妻
鏡
建
久
元
年
九
月
二
十

日

蛍
時
勅
使
・
院
使
を
始
め
貴
紳
・
高
償
等
の
鎌
倉
に
至
る
も
の
あ
る
時
は
、
幕
府
は
御
家
人
を
し
て
こ
れ
を
送
迎

せ
し
め
、
又
其
往
復
り
順
路
に
嘗
れ
る
御
家
人
を
し

τ、
護
衡
の
錦
め
に
兵
士
を
出
に
き
し
め
た
り
。
こ
れ
を
稗

L
て
宿
次
の
兵
士
ご
い
へ

h
。
ニ
れ
下
に
設
(
吋
き
宿
騨
雑
事
の
一
部
を
な
す
も
の
な
h
o

五

英
他
の
↓
公
一
帯

以
上
列
車
畢
せ
る
も

ω
、
外
、
租
税
径
役
に
相
賞
す
る
も
の
亦
少
し
ご
せ
す
o

-
』
れ
よ
り
其

重
も
な
る
も
の
に
つ
き
て
略
遇
す
る
ご
こ
ろ
あ
ら
ん
。

朝
廷
が
国
庫
の
置
之
を
告
げ
し
よ
り
、
恒
例
臨
時
の
儀
式
を
血
中
げ
ら
る
、
に
、
其
牧
入
は
多
〈
任
官
志
望
者
の

献
金
な
る
成
功
に
待
た
れ
た
b
o
成
功
に
は
功
園
吉
宮
功
ご
の
ニ
積
ゐ
・
0
4
0

前
者
は
関
岡
郎
も
図
司
を
闘
〈
闘
争
』

懸
け
て
成
功
を
募
る
か
、
現
任
国
司
の
重
任
若
し
く
は
延
任
を
以
て
成
功
を
募
る
か
、
何
れ
の
方
法
に
依
る
芭

も
、
成
功
を
国
司
に
待
つ
も
の
な
り
。
後
者
は
自
品
開
の
償
俗
の
官
を
以
て
成
功
を
募
る
も
の
仁
し
て
、
却
も
任
官

の
功
な
り
o

嘗
時
の
記
録
に
功
ど
め
る
は
瓶
ね
後
者
を
指
せ
る
な
り
。
此
成
功
を
募
る
を
召
付
〈
吉
い
ひ
、
成
功

に
依
h
て
上
納
す
る
用
途
、
印
も
経
費
を
荷
物
ご
い
へ
り
。
然
る
に
朝
結
成
功
の
募
ゐ

b
て
も
・
こ
れ
に
感
守
る

も
の
な
〈
し
て
、
会
事
行
は
れ

g
hし
こ

E
あ
り
。
縦
ひ
こ
れ
に
慮
中
'
る
も
の
あ

b
ご
も
、
往
々
任
官
の
目
的
を



達
し
な
が
ら
、
猶
召
物
の
納
付
を
怠
れ
る
も
の
あ
り
。
こ
れ
を
督
促
す
る
も
納
付
せ

F
る
も
の
に
向
つ
て
は
、
検

非
違
使

ω使
に
付
し
て
徴
集
せ
し
む
る
を
例
芭
せ

h
。

頼
朝
は
葉
知
行
問
九
筒
闘
に
及
ぴ
た
り
し
が
、
卒
兵
の
平
定
以
来
、
自
ら
進
ん
で
内
裏
・
仙
洞
の
修
遣
を
始
め

ら
れ
ん
ニ

Z
を
請
ム
Z
共
に
、
其
経
費
を
自
己
の
知
行
園
の
所
課
正
せ
ら
れ
ん
こ
ご
を
申
出
で
た
h
o
是
に
於
て

朝
廷
は
文
治
二
年
の
闘
院
修
迭
を
始
め
Z
し
て
、
引
繭
き
六
位
陣
殿
・
鳥
羽
判
殿
・
大
内
・
法
住
寺
殿
の
工
事
を
起
し
、

共
成
功
に
依
る
も
の
、
外
、
止
唱
曲
官
所
課
の
諸
国
を
定
め
て
、
各
工
事
の
一
郎
を
品
川
携
せ
し
め
、
皆
其
工
を
綾
れ

h
o
嘗
時
諸
闘
は
荘
園
蔓
街
し
て
、
図
慌
を
侵
蝕
し
、
国
街
の
枚
入
盆
I
減
少
を
来
た
し
っ
、
ゐ
b
L
V
】
以

τ、

所
課
の
岡
も
噛
四
期
の
功
を
泉
げ
難
か
り
し
な
り
。
然
る
l
頼
朝
は
命
を
受
〈
る
毎
に
、
喜
ん
で
こ
れ
を
奉
じ
、
み

づ
か
ら
其
大
p

部
分
を
負
揺
し
、
成
績
も
亦
他
に
卓
越
せ
り
。
こ
れ
彼
れ
が
中
原
康
一
冗
・
同
親
能
の
如
き
遁
材
を
京

都
に
一
蹴
し
て
親
し
く
工
事
を
監
督
せ
し
め
た
る
ご
、
共
御
家
人
に
負
描
帽
を
分
ち
、

一
族
御
家
人
の
其
役
に
就
け
る

も
の
を
も
督
附
し
て
、
敢

τ怠
る
こ
ご
勿
ら
し
め
し
に
依
る
な
h
。
故
に
頼
朝
を
始
め
其
事
に
嘗
れ
る
御
家
人

は
、
工
事
の
竣
功
ご
共
に
叡
戚
を
蒙
ら
さ
る
も
の
な
か
り
L
な
り
。
而
か
も
彼
れ
の
所
課
の
最
も
多
大
な
h
し
大

内
修
迭
の
如
き
大
工
事
す
ら
、
行
賞
の
御
沙
汰
に
接
し
て
は
固
辞
し
て
受
け
F
bき
。
而
し
て
文
治
三
年
閥
抗
修

誌
の
時
に
は
、
其
賞
を
僻
せ
る
も
、
同
工
事
正
初
藤
宮
群
行
料
の
成
功
ご
仁
依
り
て
、
知
行
闘
の
重
任
を
請
ひ
、

相
模
・
武
蔵
雨
園
主
任
の
勅
裁
を
得
た

b
o

諭

議

御
家
人
申
特
質

第
二
十
巻

(
第
五
競

七
九
)

A 
五
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質
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二
十
巻

(
第
五
班

入
。
)

j、
E 

文
治
二
年
頼
朝
は
叉
神
一
枇
働
寺
の
呉
乱
の
緩
め
、
須
磨
せ
る
も
の
多
き
を
以
て
、
こ
れ
を
修
造
せ
ん
こ
ご
を
奏

請
せ
し
に
、
朝
廷
叉
こ
れ
を
嘉
納
せ
ら
れ
、
同
年
二
月
、
新
任
E
Z
領
一
の
功
を
以
て
修
造
す
べ
き
の
院
宣
を
下
さ

れ
・
六
月
吉
田
経
房
を
議
枇
諸
寺
修
造
奉
行
ご
し
て
、
専
ら
蛍
該
事
務
を
管
掌
せ
し
む
る
こ
己
、
せ
り
。
こ
れ
よ

り
神
祉
に
あ
り
て
は
紳
宮
・
住
吉
一
枇
等
・
寺
院
に
あ

b
て
は
東
大
寺
・
東
寺
・
善
光
寺
等
の
従
来
阪
に
工
事
中
に
あ

る
も
の
、
若
し
く
は
新
仁
エ
事
に
着
手
せ
し
も
の
等
、
頓
に
活
気
を
帯
び
来
れ

h
o
是
等
の
中
に
は
、
神
宮
役
夫

工
米
料
の
如
き
、
耕
赴
・
寺
院
・
諸
宮
・
諸
司
・
権
門
領
等
に
も
偏
〈
賦
課
す
べ
き
も
の
あ
ち
。
此
く
の
如
き
も
の
に

向
つ
て
は
、
地
頭
御
家
人
も
亦
其
所
領
の
荘
園
に
つ
き
て
・
直
接
に
納
税
の
義
務
ゐ
b
し
か
ど
、
朝
廷
は
便
宜

上
、
幕
府
を
し
て
其
怠
納
者
を
督
責
催
進
せ
し
む
る
こ
正
、
せ
ら
れ
た
り
。
蓋
し
地
頭
御
家
人
は
往
-n
武
威
を
俄

り
て
納
税
を
桓
h
u
も
の
少
ら

g
b
し
を
以

τな
り
。
(
太
宰
管
内
志
所
枚
宇
佐
略
記
建
久
三
年
九
月
十
人
目
幕
府

政
所
下
文
)
叉
是
等
の
人
々
の
中
に
は
、
東
大
寺
の
周
防
・
備
前
、
東
寺
の
時
間
磨
の
如
吉
、
進
寺
料
園
Z
し
て
各
寺

院
の
勅
準
上
人
に
岡
務
を
管
理
せ
し
め
し
も
の
も
こ
れ
あ
り
し
か
け
と
、
其
大
工
事
に
要
す
る
経
費
の
多
額
に
上
り

て
、
到
底
限
h
あ
る
朝
廷
の
保
護
に
の
み
依
頼
寸
、
へ
き
に
あ
ら

y
h
し
よ
b
‘
更
に
幕
府
の
保
護
を
求
め
た
る
も

の
多
か

h
L
が
、
頼
朝
は
こ
れ
に
向
っ
て
も
、
自
ら

E
資
を
絹
て
、
共
工
事
を
助
〈
る
Z
共
仁
、
其
御
家
人
仁
向

っ
て
も
、
遺
替
に
要
す
る
物
資
若
し
く
は
用
途
を
港
ら
し
め
、
又
は
工
事
の
一
部
を
負
携
せ
し
め
た
り
。
束
大
寺

の
供
養
の
用
途
り
如
き
も
、
頼
崎
明
は
諸
国
の
守
護
を
し
て
圏
中
に
勧
進
せ
し
め
た

h
。
(
吾
妻
鏡
建
久
五
年
五
月



廿
九
日
)
而
し
て
是
等
の
用
途
は
、
主
(
性
質
上
寄
附
に
属
す
る
も
の
な
り

L
に
も
拘
ら
や
、
動
も
す
れ
ば
こ
れ
を

強
制
せ
ん
ご
せ
り
o
近
東
大
寺
の
糊
進
上
人
た
る
俊
乗
坊
重
源
の
如
、
吉
、
幕
府
の
諸
国
に
糊
進
せ
ん
こ
ご
を
詩
ム

に
嘗
り
、
「
血
抗
感
縦
相
件
、
み
相
縁
士
四
回
、
定
奉
加
順
-
一
御
権
威
重
弘
」
の
語
あ
り
。
此
〈
の
如
き
は
寧
ろ
彼
等
の
些
h
u
ご
こ

ろ
な

b
し
な
ら
ん
o

文
治
三
年
七
月
二
十
入
目
、
頼
朝
が
善
光
寺
治
俸
に
於
け
る
人
夫
の
奉
加
を
、
信
波
間
御
家

人
に
建
せ
し
奉
書
官
の
如
量
、
所
制
仰
を
有
す
る
も
の
、
悉
〈
奉
加
を
な
き
ん
ニ
ご
を
勘
的
、
「
こ
の
た
び
不
=
奉
加
-
之

人
は
、
所
知
を
し
ら
ぎ
ち
け
h

t
お
ぼ
し
め
さ
ん
す
る
に
候
」
ご
い
は
し
む
る
に
至
れ
り
。
一
叉
建
久
五
年
頼
朝
が

御
家
人
を
し
て
東
大
寺
仰
像
製
作
品
d

工
を
助
け
し
め
し
時
に
も
、
日
常
事
に
随
ふ
の
思
を
以
て
、
速
か
に
功
を
な
3

ん
こ
ご
を
抽
世
論
せ
ち
。
故
に
是
等
は
名
は
助
成
ご
い
ひ
、
奉
加
ご
い
ふ
ご
も
、
殆
ん
ど
一
般
会
事
に
准
十
ぺ
き
も

の
な

h
し
な
b
。
正
嘉
一
克
年
幕
府
が
鎌
倉
大
慈
寺
供
養
の
布
施
を
御
家
人
に
謀
せ
し
が
如
き
亦
然
ら
ん
の

其
他
行
幸
(
朝
親
行
幸
雨
枇
行
幸
の
如
、
さ
)
御
幸
(
御
態
野
詣
の
如
、
き
)
御
遊
頂
・
初
蒲
宮
ノ
群
行
の
如
、
芳
三
朝
廷
の
一

命
幕
府
に
下
る
時
は
、
頼
朝
は
旨
を
奉
じ
て
或
は
主
(
知
行
闘
に
謀

L
、
或
は
御
家
人
に
分
抽
出
せ
[
む
る
を
例
己
廿

b 
o 

此
(
の
如
き
は
漏
り
朝
廷
の
公
事
の
み
な
ら
や
，
、
武
家

ω会
事
に
於
て
も
亦
然
。
し
な
り
o

弘
長
三
年
仲
間
軍
宗

隼
親
王
の
上
京
仁
っ
き
て
、
幕
府
は
畿
内
及
び
商
闘
の
御
家
人
に
十
月
以
前
、
進
一
物
所
以
下
の
用
途
を
京
都
に
準

務
せ
ん
こ
芭
を
令
し
た
り
。
叉
建
久
二
年
六
月
藤
原
能
保
の
女
が
頼
朝
の
媒
介
に
依
り
て
九
僚
品
品
質
の
子
良
種
ご

論

叢

御
家
人
の
特
質

第
二
十
巻

(
第
五
競

入

) 

λ
E
一ニ



論

議

桐
家
人
目
特
質

第
三
十
巻

(
第
五
続

八
三
)

凡
五
四

婚
す
る
に
嘗
り
、
女
子
の
装
束
は
政
子
よ
り
、
女
子
の
件
ふ
べ
き
女
房
及
び
侍
の
装
束
等
は
頼
朝
よ
り
贈
る
べ
き

を
、
一
見
に
其
家
人
中
に
賦
課
し
た
る
が
如
き
は
其
一
例
な
り
。

御
家
人
は
又
一
般
公
事
に
於
け
る
が
如
〈
、

租
税
の
外
傷
役
を
も
提
供
せ

L
め
ら
れ
た
り
c

四
時
家
雑
事
の
如
、
き

其
-
な
り
。
幕
府
の
創
設
以
来
、
京
・
鎌
倉
聞
の
使
節
の
往
来
頻
繁
な
b
し
斜
め
、
文
治
元
年
十
‘
月
二
十
九
日
、

頼
朝
は
騨
路
の
制
を
定
め
た
り
。

こ
れ
に
擦
れ
ば
、
伊
豆
・
駿
何
よ
り
以
西
近
江
闘
に
至
る
間
は
、
日
公
務
を
以
て

上
京
す
る
使
節
の
往
来
仁
は
、
権
門
の
荘
園
允
る
芭
否
ご
を
悶
は
や
し
工
、
到
る
ご
こ
ろ

ω侍
馬
に
乗
り
、
食
糧

を
取
る
ニ
ご
を
許
す
も
の
な
h
。
(
吾
妻
鏡
)
而
L
て
其
筏
も
幕
府
は
交
通
に
便
せ
ん
が
矯
め
に
、
守
護
仁
命
じ
て

新
障
を
設
げ

L
め
し
こ
さ
の
h
o
而
し
て
是
等
の
騨
踏
に
所
領
を
有
せ
る
も
の
は
、
倖
馬
食
糧
を
供
給
す
べ
か
ち

し
の
み
な
ら
宇
、
又
蓮
搬
の
事
に
従
ふ
べ
き
人
夫
を
も
供
弊
す
ぺ
か
り
し
な
り
。
こ
れ
を
補
し
て
逸
夫
ご
い

へ

h
。
こ
は
濁
り
幕
府
の
使
節
仁
濁
し
て
り
み
な
ら
争
、
幕
府
の
貴
賓
名
惜
の
如
き
身
分
ゐ
る
府
間
俗
の
往
復
に
勢
L

て
も
、
亦
所
在
の
御
家
人
に
向
っ
て
詮
迎
せ
し
め
、
叉
人
夫
を
出
し
、
停
馬
を
割
問
せ
ら
。
(
吾
妻
鏡
建
久
五
年
十

二
月
十
五
日
)
建
久
六
年
頼
朝
の
上
京
中
、
四
天
王
寺
に
詣
で
ん
ご
し
て
鳥
羽
相
よ
り
乗
船
せ
し
時
、
御
家
人
に
疋

夫
を
諌
し

τ舶
を
曳
か

L
め
た
り

L
も
、
亦
人
夫
役
の
一
例
な
り
。

如
上
の
一
公
事
は
人
に
罰
し
て
課
す
る
ゐ
h
、
所
領
に
劃
し
て
課
す
る
あ
り
、
又
地
ん
を
限
hJ
て
謀
す
る
あ
ち
、

一
時
的
の
も
の
あ
り
、
永
久
的
の
も
の
あ
h
、
共
性
質
の
複
雑
な
り
し
丈
其
純
類
も
お
の
づ
炉
ら
繁
多
な
る
を
兎



れ
f
h
言
。
且
つ
謀
役
の
性
質
上
、
会
式
の
別
明
瞭
を
関
く
も
の
あ
り
ひ
京
都
大
番
の
如
、
さ
は
常
然
会
家
役
の
性

質
を
有
す
る
も
の
な
る
も
、
幕
府
は
二
れ
を
御
家
人
役
の
主
位
に
置
付
り
o

而
L
-
1
頼
朝
は
御
盲
目
部
人
の
税
枕
を
怠

納
せ

L
も
の
、
慮
分
を
朝
廷
に
委
L
置
き
乍
ら
、
(
吾
妻
鏡
建
久
一
冗
年
六
月
二
十
九
日
)
其
明
ら
か
に
公
家
役
に
属

す
る
も
の
な
ち
芭
も
、
御
家
人
に
し
て
こ
れ
に
鹿
子
る
を
桓
め
る
も
の
に
向
つ
て
は
、
往
々
幕
府
の
制
裁
を
以
て

こ
れ
に
擬
せ
る
こ
ざ
あ
b
o
建
久
三
年
九
月
十
八
日
の
政
所
下
文
仁
於
て
、
鎮
西
御
家
人
の
宇
佐
官
匙
畿
の
謀
役

を
勤
仕
せ
古
る
も
の
に
向
っ
て
、
他
墳
に
追
放
せ
ん
ご
い
へ
る
が
如
!
。
此
賂
仁
於

τ朝
廷
の
益
事
は
卸
も
事
賓

上
幕
府
り
会
事
た
る
の
削
酬
を
な
す
も
の
な
り
。
叉
乱
公
武
営
通
じ
て
臨
時
の
乱
世
事
は
恒
例
の
そ
れ
よ
わ
も
多
〈
、
旦

つ
殆

Y
一
無
制
限
な
り
。
新
〈

τは
御
家
人
た
る
も
の
、
非
御
家
人
に
比
し
て
極
々
の
特
様
を
賦
奥
せ
ら
れ
つ
、
ぁ

λ

ソ
し
ご
は
い
へ
、

一
見
殆
Y)
北
九
負
擦
の
苛
重
に
堪
へ
古
る
の
思
を
な
さ
し
む
。
況
ん
や
御
家
人
は
こ
れ
を
其
所
領

の
百
姓
に
縛
嫁
す
べ
き
を
以
て
彼
等
の
疲
弊
を
来
た
す
べ
き
に
於
て
を
や
。
然
れ
ど
も
又
一
方
よ
h
観
察
す
れ

川
弘
、
無
制
限
中
お
の
づ
か
ら
多
少
の
制
限
の
存
す
る
も
の
め
り
て
、
幕
府
主

L
て
は
全
く
税
源
樋
養
り
途
を
請
や

ghdし
に
あ
ら
す
。
頼
朝
の
如
き
も
、
履
命
を
承
り
、
若
し
〈
は
勧
進
上
人
の
請
に
依
り
て
、
御
家
人
に
強
制
的

寄
附
を
潟
苫
し
出
し
こ
芭
あ
る
も
、
叉
往
々
こ
れ
ぞ
短
絡
せ
し
こ
芭
な
き
に
あ
ら
十
o
文
治
四
年
(
三
月
十
七
日
、

四
月
十
二
日
)
朝
廷
東
大
寺
の
用
材
を
諸
国
の
嘉
日
常
に
課
す
る
よ
り
も
、
御
家
人
中
の
大
名
に
課
す
る
の
速
に

茸
(
功
を
潟
す
ぺ
習
を
思
う

τ院
宣
を
幕
府
に
賜
ひ
し
が
、
頼
朝
は
御
家
人
の
善
綾
に
趣
〈
も
の
少
か
る
〈

L
古
都

首古

耳立

制
家
人
目
特
質

都
ニ
十
巻

(
第
五
琉

λ
=一
)

λ
五
五
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八
五
六

し
で
こ
れ
を
僻
せ
し
こ
ご
あ
り
。
建
久
六
年
頼
制
の
第
二
回
上
京
の
日
、

一
日
(
五
月
二
十
日
)
四
天
王
寺
に
詣
で

ん
ご
せ
し
に
、
藤
原
能
保
沿
道
の
荘
園
に
向
っ
て
路
次
雑
事
を
賦
課
せ
ん
ご
せ
し
か
ば
、
額
制
は
霊
坊
の
参
詣
に

っ
き
て
、
人
民
を
煩
す
は
悌
意
に
も
看
る
ぺ
し
ご
な
し
、
極
保
に
告
げ
て
其
課
税
を
中
止
せ

L
め
L
ω
み
な
ら

十
、
陸
行
の
議
定
を
改
め
て
鳥
羽
判
よ
ち
采
締
L
、
且
つ
抱
保
ピ
の
同
行
を
恒
め

h
o
(
吾
妻
鏡
五
月
十
入
日
、
一
一
十

日
)
此
一
事
、
彼
れ
の
課
税
の
精
神
が
、
決
し
て
知
県
誌
の
牧
飲
に
あ
ら
玄
り
し
を
徴
す
る
に
足
ら
ん
。
是
を
以
て

建
久
二
年
の
如
、
章
、
鶴
岡
入
幡
宮
・
幕
府
脅
火
災
の
矯
め
に
焼
失
し
、
幕
府
は
こ
れ
が
港
管
に
多
く
の
経
費
を
要

し
た
り
し
の
み
な
ら
や
、
京
都
に
於

τも
亦
院
御
所
た
る
法
住
寺
殿
の
修
誌
の
事
に
鴬
ち
し
か
H
Y
]

、
吾
妻
鏡
(
建

久
二
年
十
二
月
二
十
九
日
)
に
は
「
一

F
是
云
レ
伏
、
不
b

出
予
民
戸
目
、
而
AH治
問
司
大
功
等
-
給
之
係
、
人
英
ν
不
a

戚
申
-
h

先」ご

あ
り
て
、
多
く
人
民
を
煩
き
い

b
し
が
如
き
は
、
主
(
理
財
の
宜
し
き
を
得
た
る
を
見
る
べ
し
。

御
家
人
が
其
御
家
人
役
を
所
簡
の
百
姓
に
碑
嫁
す
る
に
嘗
り
て
も
、
幕
府
は
、
例
せ
ば
大
番
役
に
つ
き
て
は
、

段
別
銭
三
百
文
、
五
町
別
に
官
駄
一
一
位
、
人
夫
二
人
に
限
る
が
如
き
、
(
文
勝
一
万
年
十
二
月
二
十
五
日
)
府
軍
の
上

京
に
つ
き
て
は
段
別
に
一
白
文
、
五
町
別
に
官
駄
一
疋
、
夫
二
人
(
向
削
は
二
町
を
以
て
聞
の
一
町
に
准
守
し
む
)
に
限

る
が
如
き
(
弘
長
一
一
一
年
六
月
二
十
三
日
)
一
定
の
制
限
を
設
け
て
、

そ
れ
以
上
に
超
過
す
る
を
許
3
v
h
し
な
り
。

E
嘉
二
年
二
月
熔
軍
宗
管
親
壬
明
年
上
京
せ
ら
る
べ
き
を
以
て
、
幕
府
は
務
め
こ
れ
を
諸
国
の
御
家
人
に
告
知
L

党

b
し
が
、
三
月
真
に
諸
闘
の
一
守
護
に
向
っ
て
.
此
役
に
依
り
て
土
民
の
逃
散
を
来
た
さ
し
め

S
ら
ん
ニ
ご
を
警



告
せ
h
，
、
こ
れ
府
箪
の
上
京
に
闘
す
る
御
家
人
の
謀
役
を
土
民
に
樽
嫁
す
る
を
戒
め
た
る
も
の
に
外
な
ら
中
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
御
家
人
役
の
、

す
イ
て
に
通
じ
て
、
謀
役
の
方
針
は
所
領
即
ち
回
数
の
多
少
に
依
り
て
賦

課
す
る
に
あ
り
0

(

多
少
の
除
外
例
は
あ
る
も
)
鶴
岡
上
下
宮

ω常
燈
油
を
大
名
の
巡
役
ご
し
て
毎
月
供
進
せ
し
む

る
こ
さ
、
サ
一
る
は
、
(
建
久
六
年
八
月
)
御
家
人
中
の
所
領
に
宮
め
る
も
の
的
も
大
名
の
負
擦
な
り
o

而
し
て
こ
は

濁
1

り
租
税
に
於

τの
み
に
あ
ら
ず
、
人
夫
役
の
如
き
も
亦
』
】
れ
に
依
る
を
朕
則
ご
し
た
り
し
な
り
o

此
方
法
に
従

へ
ば
、
所
領
の
多
寡
仁
依
h
F
、

一
人
に

L
て
一
年
の
関
数
回
の
徴
品
目
に
勝
中
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
ヌ
会
〈
こ
れ
を

兎
晶
、
も
の
も
あ
り
て
、
謀
役
の
会
卒
を
開
く
こ
吉
、
な
る
べ

L
c
故
に
迩
東
大
寺
の
糊
進
上
人
た
る
重
源
は
白
日

て
此
制
度
の
一
人
民
を
苦
め
て
ぬ
盆
な
き
こ
ご
を
指
摘
し

τ、
お
東
犬
寺
用
材
の
運
搬
に
要
す
る
人
大
は
、
闘
中
の

会
田
荘
園
の
在
家
を
調
査
し
、
五
戸
若
し
〈
は
十
戸
に
一
人
づ
、
泡
宜
に
徴
殺
せ
ん
さ
建
議
せ

L
こ
ご
ゐ

h
、(玉

薬
文
治
三
年
十
月
三
日
)
こ
れ
印
ち
所
謂
在
家
役
な
り
。
こ
れ
に
擦
れ
ば
彼
回
数
に
依
h
て
賦
課
す
る
も
の
よ

h

も
比
竣
的
簡
寧
に
し
て
且
つ
会
平
な
る
よ
ご
を
得
ぺ
き
の
み
な
ら
十
益
直
に
所
要
の
員
数
を
充
た
す
こ
ご
を
も
得

ぺ
し
。
然
れ
ど
も
こ
は
も
ご
よ
り
官
時
一
般
に
採
用
せ
ら
れ
し
方
法
に
て
は
あ
ら
ざ

b
し
な
h
o

X 

x 

x 

。〉
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